














まえがぎ

　数的染色体異常の大部分は配偶子形成期あるいは初期卵割期に起こる。した

がって,その生成原・生成機序の解明には発生初期における染色体研究が極め

て重要である。しかし,この分野の従来の研究には,実験動物の選定,実験条件

の設定,染色体標本作製技術等,研究の基礎となる部分での重大な欠陥が目立つ。

我々はこれらの諸点に厳密な検討・改良を加えたうえで,母体の加齢に伴う卵

子のエイジングと染色体不分離誘発機序について新しい知見を得たことはすで

に昨年度の報告で述べた。


